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かつて大陸より瀬戸内海を渡ってこの地を訪れた人々は

堺の港の背後に巨大な墳丘の葺石を輝かせて横たわる大山石墳

(仁徳陵)を眺めて感嘆の声をあげたであろう.七世紀にな

ると新たに難波津の港カミ築かれかたわらに高くそびえる

五重塔を中心に四天王寺の巨大伽藍が建立された.更に十

六世紀後半になるとこの地のシンボノレは大阪城の大天守閣へ

と変わった.大阪湾に面した本図幅地域は古代より海外

に向けた日本の顔とも言える役割りを果たしてきた.そし

て今は世界有数の巨大都市r大阪｣が形成され周辺の丘陵

のみならず大阪湾に向かっても拡大しつつある.

本図幅地域の地表面は既に人工的に改変されつくしている

が地下には1,000m以上にも達する新生代層カミ潜在してい

る･この大部分を占める大阪層群が昭和38年度に実施された

0D-1ボｰリングの成果を中心に詳細に記述されている.著

者らは13枚の海成粘土と30枚以上に達する火山灰層を含む大阪

層群について上部互層群･中部重層群･下部互層群に区分し

その概要について述べている.

また大阪平野全域に及んでいた海が徐々に消滅して行く過

程と関連して大阪層灘上部互層群と段丘の関係が最近重要視

されるようになった.この問題についても現時点での成果

カミ簡潔にまとめられている.

沖積層に関する記述も詳しく行われている.特に前田保夫

氏はr港大橋｣の橋脚建設用の潜函内において露頭の連続観察

を行い多数の資料を得た一頁に昭和37年の大阪湾音波探査

委員会による音波探査の成果や昭和5年以降の多数のボｰリ

ング資料などを総合して大阪の沖積層の形成過程カミ詳しく考

察されている.

大阪の市街地域には南北に延びる上町台地がある.これ

は古くから｢大阪山脈｣と呼ばれ｢基盤榴曲｣の概念と結

びつけられ重要視されてきた.これについて0D-1-2

ボｰリングや地下鉄掘削の際の資料から基盤岩中の上町断層

の活動に起因することを明らかにしこの断層の活動に伴う地

形発達について言及している.

本書は当然のことながら応用地質の記述が大変充実して

いる.地盤沈下調査や建設工事に際して行われたおびただし

いボｰリング資料に基づいて大阪地域の第四紀層の土質工学

的枠性を中心に地盤沈下･地下水及び地下構造に起因する地

盤問題について詳述されている.

r大阪西北部｣･r神戸｣･r須磨｣と藤寅和夫氏;こよる四部作

がr大阪西南部｣により完結する･これらには大阪平野･六

甲山地を中心に日本列島の形成に言及する“藤田思想"かダ

イナミックに展開されている.

地質に少しでも関心のある方に地質学の面白さを思う存分

伝えてくれる名著である･四地域通して読まれることを特に

おすすめする一<文:寒川旭>
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